
株式会社北海道ダイキアルミの事業適応計画のポイント

• 当社は、太陽光発電システムの導入を行い、さらに使用燃料のA重油を徐々に再生重油に切り替えていきます。

• これにより、事業によって排出されるCO2を減少させていくことで付加価値の創出と環境への負荷低減を両立させていきます。

2023年11月8日

１．事業適応計画の実施期間
２０２３年１１月～２０２５年１２月

２．生産性向上目標
炭素生産性を２５.２％向上させる。

３．前向きな取組の内容
会社敷地内に太陽光発電システムを導入し、さ
らに使用燃料のA重油を再生重油に切り替えて
いくことにより、炭素生産性を２５.２％向上させ
る。

４．支援措置
税制措置
（カーボンニュートラルに向けた投資促進税制）

＜取組の内容のイメージ＞＜事業適応計画の概要＞

太陽光発電システム導入 苫小牧本社

工場 溶解炉
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